
セクソロジー基礎概論
Introduction to Sexology

2017年春
〈ワークショップ〉
全５回・30時間

1.  臨床セクソロジー基礎・ 5月21日（日）
Intro to Clinical Sexology

2.  生物学的アプローチ・ 6月18日（日）
Biological Basis of Sexology

3.  心理学的アプローチ・ 7月9日（日）
Psychological Aspects of Sexology

4.  臨床フォーカス１：障害・ 8月27日（日）
Clinical focus1: Disorders

5.  臨床フォーカス2：介入法・ 9月10日（日）
Clinical focus2: Interventions

こちらのワークショップは…
・セクソロジーの基礎を理論とワーク、ディスカッションを通して学びます。
・30時間修了の方には修了証を発行いたします。
・臨床心理士資格更新のためのポイント申請予定です。
・講義・ワークは英語で行われ、逐次通訳がつきます。

お申込み・お問い合わせ先：clilmodtokyo@icloud.com 担当：三輪
メールをお送り頂いたあと、１週間を経過しても返信がない場合は、お手数ですが再度ご連絡をお願いいたします。

今日の日本ではセックスレス、性暴力、LGBTQAなど、性に関するテーマは
精神保健、医療、公衆衛生、教育などあらゆる分野で扱われるようになり、
また個人やカップル、家族の身体的、精神的、社会的なウェルビーイングに
深く関連しています。性科学、ヒューマンセクシュアリティの基礎を包括的
に学ぶ専門家向けワークショップを、ぜひご一緒ください。

講師：ダリュシュ・ピオトゥル・スコブロインスキーPhD、他
場所：文京学院大学本郷キャンパス（東京メトロ南北線・東大前駅直結）
時間：10時～17時30分
参加費：早割料金 50,000円/全５回（5月1日(水)までのお申し込み）

通常料金 55,000円/全５回（5月2日(木)以降のお申し込み）
単回料金 12,000円/1回



2017年春
〈ワークショップ〉
全５回・30時間

1.  臨床セクソロジー基礎
臨床セクソロジーについて、エビデンスに基づき臨床に関連する情報、医療やカウンセリング
の分野で重要となる多様な性に関する現象について展開するヒューマンセクシュアリティの包
括的な理解を生物学的、心理学的、社会文化的観点から学ぶ。

2.  生物学的アプローチ
人間の性的現象、機能について解剖学的、生理学的、またホルモンや神経系などの体組織を含
む生物学的観点から包括的な理解する。健康な性心理的発達と性に関連する発達障害に関して
も触れた上で、人間の一生を通しての性的発達及び機能について学ぶ。

3.  心理学的アプローチ
性機能や性行動等の性的現象を心理学的側面から理解する。個人の性行動を形成し、性的ウェ
ルビーイングまたは性的病理に影響を与える性心理発達、家族の役割、教育環境、同輩からの
影響や心理社会プロセスなどを含む心理学的見地から、ヒューマンセクシュアリティを理解し、
適応的な成人の性心理的表現や性に関わる精神障害についても触れる。

4.  臨床フォーカス１：障害
個人またはカップル関係における性障害、適応的・不適応的性機能および多様な性的現象をエ
ビデンスに基づく臨床に関連する情報を用いて展開する。多様な性障害について原因、症状、
利用可能な介入法を医療と心理の両面からの包括的理解を進め、DSM-5及びICD-10による診断
等についても触れる。

5.  臨床フォーカス2：介入法
個人またはカップル関係における性障害、適応的・不適応的性機能への、臨床的検査が行われ
実証されているエビデンスに基づく多様な介入法について展開する。DSM-5及びICD-10によ
る診断に照らし合わせ、性障害についての包括的理解を進めるとともに、診断方法と適用可能
な治療や介入法を医療と心理の両面から学ぶ。

クリルモッド・トーキョーでは支援者や専門家向けの研修を提供していますが、個別のご相談は行っておりません。
学びが癒しのプロセスのきっかけとなることもありますが、意図せず傷を深めてしまうことのないよう、講座や
ワークショップへのご参加をご遠慮頂く場合がありますことをご理解ください。まずはご自分を大切に、専門家へ
ご相談をされることをお勧めしています。

お申込み・お問い合わせ先：clilmodtokyo@icloud.com 担当：三輪
メールをお送り頂いたあと、１週間を経過しても返信がない場合は、お手数ですが再度ご連絡をお願いいたします。

心理学博士。臨床性科学とセクシュアリティに関わるセラピーを専門とする
心理療法士であり、ブライトライフカウンセリング主宰。
ポーランドのアダム・ミツキェヴィチ大学で心理学修士号を、同大学院より
臨床心理学、性科学、教育学の分野にわたる社会行動科学博士号を授与され
た後、ポーランド性科学協会(Polish Sexological Society)で研究員として
ジェンダー及びヒューマンセクシュアリティに関する研究に携わる。オース
トラリア、シンガポールの大学院にてファカルティとして実績を積み、東京
に移住。早稲田大学、上智大学での講師を経て現在はテンプル大学ジャパン
キャンパス心理研究学科の准教授を務める。
Bright-Life-Counselling.com

講師：ダリュシュ・ピオトゥル・スコブロインスキー


